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再生紙を使用しています

この情報誌は赤坂・青山地域の在住・在勤・在学者および赤
坂・青山地域のために活動を希望する方々の編集委員によっ
て作成しています。

赤坂警察署からのお知らせ赤坂警察署からのお知らせ

☎03-3475-0110（内線2612）
警視庁赤坂警察署

サギ！！

「NTTファイナンス」
をかたった「料金未納」メールは…

ＮＴＴファイナンスお客様
サポートセンターです。

本日中に未納料金を支払わ
ないと裁判になります。

すぐに手続きをしてください。

「コンビニで電子マネーを購入してください」
「ＡＴＭで料金を振り込んでください」

これは、全て…

すぐに 110番 通報をしてください。

ご利用料金の確認がとれておりません。
０３‐００００‐××××
にご連絡をください。 料金未納？

とりあえず、電話
してみるか…

裁判！？
すぐに手続きしないと！！

サギ！

お知らせ

戦争を体験し、学童疎開に参加した経験を伝えていくため、学童
疎開展の開催を予定しています。

　日 程

　令和４年６月

　場 所

　赤坂区民センター
　（赤坂４-18-13）
　　
※いずれも調整中のため、詳
しくは、お問い合せください。

学童疎開展について

以前の講演会の様子

「青山三河屋」
「青山三河屋」は明治34年（1901）創業の
青山で最も歴史がある、表参道駅近くの酒
屋さんです。
４代目店主の川島さんの確かな目利きで
選んだ和酒のセレクトショップで、取材中も
店主のアドバイスを求めて多くのお客さん
が来店し、購入するお酒の相談にのってい
ました。生産者の方々とのつながりも強く、
FacebookやTwitterを通じて商品情報を分かり
やすく伝えることにも力を注がれています。
春めくこれからの季節、発泡性の日本酒や日本

ワインのロゼもおすすめ。「おいしいお食事とおい
しいお酒の出会いを演出するお手伝いをさせてい
ただきます」とのコメントをいただきました。

今日の“おうち”料理に合
う１本を探しに、お店に立ち
寄ってみませんか。

「旬八青果店 赤坂店」
「あなたにとってのおいしい青果を」をモッ
トーに豊かな食をお届けする「旬八青果店」。
都市と地方をつなぐ青果店として、都内に

８店舗を展開しており、赤坂店は赤坂みすじ
通りにあります。
大田市場から目利きバイヤーがその日仕
入れたものや産地直送の旬の青果を仕入れ
ているため、新鮮であることはもちろん、普
段スーパーで手に入らないような珍しい野
菜や果物の品種が並んでいます。
また、平日のランチ時はお弁当も販売して
おり、オフィスと住宅が立ち並ぶ赤坂では、こ
のお弁当を買い求めて大行列ができること
も。野菜本来の味が楽しめるシンプルな味付
けですごくおいしいと、口コミでも話題です。
SNSを駆使して情報発信も積極的に行っ

ており、これを見れば赤坂でのお買い物が
もっと楽しくなりそうですね。

報お買い物情

店主の川島さん

店長の富山さん

詳しいお店の情報は
こちらから

常設商品は15％ほど。新しい感
動をお伝えするべく、商品は常に
リフレッシュしています

平日ランチタイムに野菜を
たっぷり使ったお弁当も
販売中

市場からその日仕入れた
ものや産地直送で仕入れ
た旬の青果が並びます

編集委員
おすすめ！ 

詳しいお店の情報は
こちらから

赤坂子ども中高生プラザ「なんで～も」

０～６歳の子どもとその保護者がゆっくりと遊べる部屋で
す。曜日ごとに年齢や月齢に合わせた活動、月ごとにはさま
ざまな講師を招き、子どもも保護者も楽しく遊び学べる活動
を行っています！

外観

Vol.

３

広々としたコートで自由に遊べるアリーナ、工作ができるク
ラフトルームやパソコン・テレビゲームができるメディアルー
ム、本や漫画を読んで休憩できるラウンジなど気分に合わせ
て過ごせます！

ボードゲームで遊ぶ「ボドイチ」やアリーナ
を貸し切っての「NAN-SPO」など、中高生
を対象とした企画を行っています！　勉強や
休憩のできる「学び舎」や、中高生でバンド
登録をした人ならだれでも使える音楽スタ
ジオもあります。

地域
だより
赤坂子ども中高生プラザ「なんで～も」は、0～18歳未満の子どもとその
保護者や関係者が利用できる施設です。
本号では、幅広い世代が利用できるその魅力を紹介します。

施設の利用に
ついてはこちら

港区の青山という地名は、江戸時代に郡上藩の藩主を務めた
青山氏の下屋敷があったことに由来し、歴史的なつながりが縁で
港区と郡上市との交流が始まりました。
例年夏に、赤坂・青山地域の小学生が郡上市を
訪れたり、郡上市の中学生が赤坂地区の企業訪問
をしたりするなどの交流活動も行われています。
郡上市は、夏には「郡上踊り」、鮎の友釣りやラフ

ティング、冬にはウィンタースポーツなどが楽しめま
す。また、古今伝授や白山信仰といった歴史や文化
が地域に根付いた心安らぐまちです。 日本三大盆踊り 郡上おどり

日本最古の木造再建城 郡上八幡城

ら   ら岐阜県郡上市とのつながり
ぐ   じょう

世界農業遺産
清流長良川の鮎

郡上良良ちゃん

赤坂地区総合支所からのお知らせ

「赤坂青山 美しいまち マナーのまち」
キャンペーンに参加しませんか?

「赤坂・青山会議」への
参画企業を募集しています

▶問合せ
　電話・FAX  ０３-3771-5818（主催 ： 学童疎開資料センター）

年間のスケジュールはこちら！

港区ホームページ

4月 ・ 5月の予定
実施日 時間 活動場所 集合場所

4月 4月21日
（木）

9：30～10：30
（受付9：10～）

赤坂駅周辺
（まちをまるごと
キレイキレイ作戦）

赤坂Bizタワー
アネックス１赤坂通り側

4月22日
（金）

9：00～10：00
（受付8：40～） 表参道駅周辺 秋葉神社前

5月 5月26日
（木）

9：30～10：30
（受付9：10～） 溜池山王駅周辺 赤坂スターゲート

プラザ前

5月27日
（金）

9：30～10：30
（受付9：10～） 青山一丁目駅周辺 ホンダビル前

主な活動内容
●喫煙マナー・ルール向上の啓発活動
●清掃活動
●放置自転車・放置バイク
への警告札の貼付など

▶問合せ／赤坂地区総合支所 協働推進課 地区政策担当
　☎ 03-5413-7013

令和4年度

▶問合せ／赤坂地区総合支所 協働推進課 協働推進係
　☎ 03-5413-7272

　「赤坂・青山会議」とは
　赤坂・青山地域で積極的な社会貢献活動を行っ
ている事業者・教育機関などで構成される会議体
です。地域の環境美化や活性化につながる取組
など、地域の課題解決に向けて活動しています。

　        活動概要
　「赤坂・青山会議」を年２～３
回開催するとともに、イベント
での災害用備蓄食の配布や
「赤坂青山 美しいまち マナー
のまち」キャンペーンなどにも
参加しています。

防災訓練の際ブース出展の様子 クリーンキャンペーン落書き消去活動
の様子

平成30年度の会議の様子

●取材や編集活動を通じ、コロナの中でも明るく楽しく暮らすエ
ネルギーをいただきました。皆様ありがとうございました（芦野）
●MYタウン赤坂青山での経験は、皆様との交流やリモート会議
の体験が新鮮でした。感謝です（石倉）
●取材時、マスク越しの温かい心に触れることができました。ご
協力を有難うございました（上原）
●街の新たな発見や気づきを得る事が出来、感謝致しておりま
す。地域の皆さんに情報発信する事で、赤坂・青山がさらに活気
のある魅力的な街になる事を期待しています（加藤）
●昨年、還暦を迎え、区役所から新たなる機会を頂いたからこ
そ、ズームや添付資料をパスワードで開く事ができ、感謝（五味）
●赤坂インタシティAIRの取材では赤坂地区の新たな街づくり
のスタイルを感じました。良い思い出になりました！（田中）
●保護猫活動を通して地域の方々とお話するのが楽しくなり、
昨年から編集委員に参加しました。大好きな青山の街を記事に
して紹介出来たことが嬉しかったです（樽谷）
●赤坂青山の皆さんにとって、魅力的な企画は？ 役に立つ情報
は？ 読みたい記事は？ それらを第一に考え、楽しみながら誌面づ
くりができた3冊(55～57号)でした（富澤）
●昨年に続いてのコロナ禍の中、皆様、お疲れ様でした（真下）
●オンライン会議に出席して、zoomを少し理解できるように
なって良かったです。取材の仕方と記事の書き方を学び良い経
験をしました（水沼）
●編集委員として街の情報発信に携わったことで、青山、赤坂の
魅力を再発見することができました。素晴らしい街だなと、改め
て感じております（諸戸）
●事務局、編集委員の皆様方のサポートのお陰で、学び、育った
青山の魅力を再認識できた1年でした。多くの読者の方に楽しん
で頂ける情報誌をこれからも期待します（吉満）

編 集 記後
赤坂・青

山

地域の活動
地域で活躍している
方 を々紹介！！

「赤坂」の地名の由来とも言われる「日本
茜の育成の呼びかけ」と「日本茜染め
体験」などを実施し、日本茜でつながる
「日本茜の里＊赤坂文化の継承」を目指し
ています。

●活動の内容を教えてください。
令和２年（2020）秋に、山梨県北杜
市に自生する日本茜を植え替える「日
本茜の里＊赤坂PJ」として赤坂氷川神
社と共に活動をスタートしました。日
本茜は元気に境内に根を生やし、順
調に根株を増やしていきました。
令和３年（2021）夏には、地域の学
校や町会・商店会、企業に、苗を育て
ていただけるかお声がけしたところ、
８団体の方々が手をあげてくださいま
した。同年秋には日本茜の栽培キット

をお届けし、さらに日本茜のあかね空色（黄・ピンク・赤・紫）に染めら
れる染色法を編み出した杉本さんを大阪の忠岡よりお招きし、染め
のワークショップも開催いたしました。

●活動を続けていくなかでどのようなときにやりがいや大
変さを感じますか？
日本茜の育成や染めのワークショップにご参加いただいた12団
体より、「日本茜の魅力に惹かれぜひ育ててみたい！」「染めのワー
クショップをしたい」などのお声をいただき、「日本茜の里＊赤坂」を
目指す手応えを感じました。しかしながら、３年かけて育てなければ
染められない根のため、３年周期の生育サイクルの継続を実現させ
る育成場所や人材などが必要となります。現在、長期的な取り組み
の運営体制の構築を検討中です。

●今後この活動についてどの
ように展開していきたいで
すか？
勝海舟の咸臨丸の日の丸は

「日本茜」で染められており、地名
の由来以外にもゆかりのある「日
本茜」は、赤坂にとって特別なも
のです。今後は「日本茜」をテーマ
に、文化継承や名産品開発など
を地域の皆さんと共に語り継い
でいきたいです。

石山 恒子さん
い し や ま つ ね こ

NPO法人　江戸前21　理事・事務局長
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赤坂山車天幕刺繍と日本茜染めの糸

赤坂地域への日本茜育成キット
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MYタウン

地域の人がつくる
地域情報誌
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青山通り（国道246号）

NPO法人
ヤマナシヘムスロイド

ゲーテ・インスティトゥート東京
NHK文化センター
青山教室

雁音流赤坂稽古場

リーデル青山本店

赤坂区民センター
多目的室

赤坂コミュニティーぷらざ

世界98ヵ国で、国際文化
交流の促進とドイツ語教育
の普及のために活動している
「ゲーテ・インスティトゥート」。
ドイツの公的な文化機関で、
東京のゲーテ・インスティ
トゥートは赤坂７丁目のドイ
ツ文化会館の中にあります。
ドイツ語講座の教室、芸術文化プログラムを実施するホール、
そして図書館を備えており、今年で開設60周年を迎えます。
専門教育を受けた講師による最新式メソッドでのドイツ語
講座は、学びやすいように、基礎から上級までの各コースと特
別コースや個人レッスンが用意されています。今は十分な感染

防止策を講じた通学制とオンラ
インで授業を行っており、幅広い
選択肢の中から希望に合った
講座を選べます。
赤坂でドイツ語を学んでみま

せんか？

※各教室の詳細はHPをご覧ください。通信講座や織のオンラインクラス
もあります。見学・体験とも要予約

ウィーブダンス・クラブは、10
年ほど前に千代田区から赤坂支
所・多目的室に移動し、若松さん
が中心になりサークル活動を始
めました。月3回の月曜日の18時
15分～20時15分。クラブのモットーは、“身体活動、食事、社会とのか
かわりを考慮して、みんなで楽しくダンスをする。”ことです。
メンバーの平均年齢は60代で、ご夫婦も3組います。コロナ禍の影
響でメンバーが半減してしまいましたが、上級・中級者が8割。2年前ま
では、年に1回、赤坂コミュニティまつりに参加してダンスの発表会を
開いていました。また、月に1度の飲み会や食事会を行って親睦を深め

てきました。
指導してくれる小川先生は、初心者と
上級・中級者を上手に組み合わせて、初
心者にも違和感なくダンス体験をさせ
てくださいました。“ダンスを楽しむ”こ
とに重点が置かれ、上級・中級者には、
技術向上のための細かい指導をなさっ
ていました。「できない人ができるように
なるとうれしい。メンバーの“ダンスは楽
しい”の声に、私自身も教えるのが楽し
くなります」とおっしゃっていました。
健康維持と若返りのため、姿勢を正し

て、すばらしい音楽を聴きながら華麗な
世界でダンスを楽しみませんか。新しい
人生の始まりになるかもしれません。

「家族で防災について学びたい」「コロナ禍における避難方
法を知りたい…」そんな方におすすめしたいのが、この講座で
す。地域の防災力向上を図るため、支所近くにある国際医療
福祉大学などと連携して取り組んでいます。
令和３年度は、「子育てカテゴリー」と、「学生・社会人カテゴ

リー」に分け、防災知識やコロナ禍での避難、防災備蓄倉庫の
見学など、オンラインも活用して幅広く学びました。ハザード
マップを使った地域の災害リスクを知る演習では、地図を片
手に親子で楽しく取り組み、子どもたちからも「通学路に危な
い場所があることが分かった！」と新しい気付きも生まれました。
来年度も引き続き同講座を実施します。詳細につきまして

は別途ご案内いたしますので、ぜひご参加ください！

スウェーデン語で、ヘムは家庭、スロイドは手工芸のこと。
例えば、窓には花や植物の刺しゅうを施したカーテンを掛け、ソ

ファや椅子には伝統柄の手織りのクッションを置き、手編みのミト
ンや帽子、マフラーを身に着けるなど、家庭を第一に考える北欧の
人たちは、インテリア用品や身近な小物を手づくりして、豊かで心
地よい暮らしを楽しんでいます。
「NPO法人ヤマナシヘムスロイド」は、そんな北欧の暮らし方に
魅せられ、何度も渡瑞してスウェーデン織りを修得した山梨幹子さ
んが50年前に立ち上げたアトリエ。
1階は北欧から取り寄せた手芸材料や雑貨のショップ、2階は

ギャラリーを兼ねた、刺繍、ニット、木枠織りの教室、4階と5階は大
型織りの教室になっていて、ここに来れば、伝統的なスウェーデン
織りやデンマーク刺繍を基礎からしっかりと学ぶことができます。

今はコロナ禍で人数を制限して開いていま
すが、いつもはこんなに賑やかで楽しそうな
んですよ

さまざまな曲調の音楽に乗って自由に楽し
く踊ります。皆さんいきいきしています

今、何か学んでいますか？
春になると何か新しいことを始めてみたいと思いませんか？
今回は編集委員自らがやってみたいことをピックアップ！
手織り、スケッチ、ワイングラス、日本舞踊、ダンスなど
さまざまな“学び”を体験しました。

木枠に経糸を張り経糸に緯糸を互
い違いに入れていく織の基本を体験。
途中テープの色を変えながら織って
ボーダー状に仕上げます。2時間で
半分くらい完成できればOK。他にえ
んぴつ柄や花柄もあります

※新型コロナウイルス感染症の拡大により、休館日、営業
時間などが通常と異なる場合があります。最新情報は
各ホームページをご確認ください。

この日のモチーフは
カラフルなお菓子です

色をつけ終わると、
ちょっとうれしい気
持ちになりました

関本先生の他の作品。こんなのがさらり
と描けると楽しいですよね

参加者の皆さんの作品が勢ぞろい。ほかの
方の作品を見られるのも楽しいですね

まずはイラストの練習からスタート。下書
きなしは描き出しに勇気がいります

歌夏先生の「はいッ。じゃあ、
ちょっとやってみましょうかッ」
という快活な掛け声。派手な動
きのない、簡素に思える振り付けを先生に教わったものの、いざ本番
となると、手や足腰、さらに手にした扇子がきれいにまとまって動いた
とは思えません。最初だから当たり前ですが、玉三郎には程遠い…。
そんな踊りの体験レッスンを受けに伺ったのは、日本舞踊の「雁音
流」。稽古場は、赤坂氷川神社周辺の閑静な街並みに建つマンション
の一室にあります。雁音流は坂田藤十郎（令和2年逝去）が平成4年
（1992）に立ち上げた日舞の流派で、現在は次男・中村扇雀が二代目
雁音歌扇の名で家元を務めています。
赤坂の稽古場では、副理事の雁音歌夏さんが師範として生徒さん

を指導。受講者は女性が中心ですが、就学前のお子さんから退職した
方まで幅広く参加されています。日本の伝統芸能として、日舞も茶道
などと同様に敷居の高いイメージがあるかもしれませんが、気さくな
人柄の歌夏先生と、明るく広い稽古場の雰囲気から、習っていると開
放的な気分に。先生は「赤坂に日舞教室があることをご存じない方が
多いと思います。でも、ここに来れば日常と違うことを体験できますし、
踊ることで身も心もリフレッシュできます」と言ってくれました。

美しいワイングラスが並ぶリーデル青山
本店。その奥に現れる丸いカーブを描いた
深紅のカウンターバーで、ハイスツールに腰
掛けながら受けるセミナーは、まさに大人の
“学び”の場です。
今回のベーシックコースでは、赤白各2種

のワインを、異なる形のグラスで飲み比べ、
ワインとグラスの相性を学びます。グラスに
よって、同じワインの香りや味が全く違って

しまう驚きは想像を超えるもので、最適なグラスを選べていなかった
過去を取り戻したくなるほどです。
グラス選びの最大のポイントは①口径、②形、③サイズ。例えば白
のソーヴィニヨン・ブランは、口径の小さいグラスでいただくと、ワイン
が舌の中央を流れて、そのすっきりした味わいの魅力を楽しめるのに、
大きいグラスでは舌の両端に流れて酸味を強く感じてしまいます。ま
た、グラスの形は、飲むときに顔を上げる角度や姿勢に、サイズは香り
の感じ方につながり、ワインの印象を大きく変えてしまうのです。「ブ
ドウの品種にあった適切な形状のワイングラスは、ワインの香り、味わ
い、後味がより高まる」、このリーデルの発見は、世界のワイン専門家
たちからも支持を受けています。
このグラスの組み合わせは、ソム

リエの資格項目にも無いそうで、自
慢できる学びになりそうです。

青山ツインビル西館の4階にあるNHK文化セン
ター青山教室は、昭和54年（1979）のオープン。今年
で44年になるカルチャースクールの草分けです。伝統の美に触れるため、
日々の暮らしを彩るため、今という時代を知るため、そして健康に人生を
送るための1000の講座があるというのには驚きです。
その中から画家でイラストレーターの関本紀美子先生の「いつでもど

こでも手帳スケッチ」に参加しました。散歩途中の風景や普段の食べ物
など、身近なものをペンスケッチで描く講座です。この日は先生が用意し
てくれたお菓子が題材。鉛筆での下書きなしにいきなりサインペンで描
き出すことになり、何を選ぶかとても迷いました。四角のチョコレートが
あり、これなら下書きなしでも描けると選択して描き出しました。
やがて関本先生から「色をつけていきましょう」と呼びかけがあり、絵
の具を借りて彩色。若い頃は筆や鉛筆で絵を描く仕事をしていましたが、
アナログから変わったデジタルの世界で描くことがなくなった人間が、
70歳になってからこのようなアナログの世界に戻る機会が訪れ、懐かし
いひとときでした。

何よりうれしかったのは、
関本先生がいつも優しく
褒めてくださり、気持ちが
落ち着きホッとして制作が
できたことです。持ってい
た好奇心が再び芽生え、
新しいことも学べるすばら
しい場でした。

生徒さんの中には男性
の方も。この日たまた
まお稽古を受けにこら
れました

ワイングラスとワイン
との組み合わせは奥
深いものがあります

扇子の持ち方にも
いろいろあります

初心者でも一つひとつ丁
寧に教えてくださいます

楽しみや知りたいことが
見つかる“学びの宝庫”

NHK文化センター青山教室NPO法人 ヤマナシヘムスロイド

さらに、未経験者や初心者向けの体験教室
も開いていて、今回は編集委員が木枠を使っ
た平織りにチャレンジ。最初はぎこちない手
つきでしたが、30分ほど経った頃にはすっか
りなじんで、織り棒を運ぶ動きもスムーズに。
2時間で半分以上織り上げることができ、「楽
しんで作れました」とのうれしい感想が返って
きました。
なお、クロスステッチのキットを使用した刺
繍の体験教室は随時行われているので、興味
のある方はぜひトライしてみてはいかが？
また、ギャラリーでは３月下旬から「春の刺
繍とイースター」を開催の予定。
この機会にぜひ足を運んで、暮らしを豊か
にする北欧の手工芸に触れてみてください。

サクランボ、イチゴ、ブルーベリーな
ど、図案がかわいいクロスステッチ
の体験教室。デンマークの刺繍糸で
刺して、ジャグカバーに仕立てます。

4階には幅145㎝のダブル幅
の毛布も織れる大型織機を常
備。ギャラリーに展示されてい
るタペストリーは、講師や生徒
さんが5階にある大型織機を
使って製作した作品です

ギャラリーには、デン
マークの女王陛下が
デザインし、講師が刺
繍したアドヴェントカ
レンダーや大型織機で
織ったタペストリーが
展示されていました

後世に残せるアーカイブ(資料室)の
創設に向けて、改めてニット教室に参
加し、棒針編みのミトンを製作してい
るという山梨幹子さん。スウェーデン
の毛糸を使用しています

「好きなカーテンがあり、お気
に入りのクッションがある
ホッとする空間…そんな暮ら
しを豊かにするために手づく
りがある。自分の家庭を自分
の手工品で心地よくするの
は最高の贅沢ですから」と山
梨幹子さん

スウェーデンの毛糸やデンマー
クの刺繍糸など、ここでしか入手
できない北欧直輸入の手芸材料
が充実の1階のショップ

赤坂の奥座敷で触れる
和の文化

うた　か

なか むら

かり がね

せんじゃく

か   せん

この日教えてくださったのは、
副理事の雁音歌夏さん

かりがね うた   か

まずはあいさつの仕方から

同じワインを別のグラスに移し替えて、
味や香りの違いを確認します

さまざまなグラスがディスプレー
された店内

手に手を取って踊れば、
身体も心も健康に！

「船旅に行くのにダンス
を習いに来るご夫婦もい
ますよ」と、若い頃から踊
るのが大好きでサークル
を結成した若松さん（右）。
小川先生と一緒に

「子育てカテゴリー講座」では親子
で楽しく学びました

「学生・社会人カテゴリー講座」の
様子

家庭を大事にする
北欧の手仕事を学びたい

木枠織りの体験教室

キット

作業中

レッスン

完成!

習うって楽しい

北青山1-5-15 YHIビル
☎03-3470-3119
http://yhi1971.org/

INFO
NPO法人ヤマナシヘムスロイド

南青山1-1-1新青山ビル西館4階
☎03-3475-1151
https://www.nhk-cul.co.jp/school/aoyama/

INFO
NHK文化センター青山教室

関本先生が丁寧に教えてくれて安心できました

日本舞踊 雁音流
かり　がね　りゅう

赤坂区民センター多目的室
赤坂4-18-13（赤坂コミュニティーぷらざ内）
☎080-5021-7567（若松）

INFO
ウィーブダンス・クラブ

赤坂7-5-56
https://www.goethe.de/tokyo
☎03-3584-3201

INFO
ゲーテ・インスティトゥート東京

リーデル・ワイングラスセミナー

南青山1-1-1 青山ツインタワー東館１階
☎03-3404-4456
https://www.riedel.co.jp

INFO
リーデル青山本店

ワインの香りや味を試せるのは
大人ならではの楽しみ

ウィーブダンス・クラブ

赤坂でドイツ語を学ぼう！
ゲーテ・インスティトゥート東京

ブドウの品種別に作られた
グラスで驚きの味わい

小川先生の華麗な身のこなし
にほれぼれします

地域のみんなで “学ぼうさい”
赤坂支所の講座をご紹介! 防災

※お稽古日：木・土・日　体験レッスンはネットから要予約 ※セミナーの受講は要予約

グラスの形状によって香り
の広がり方が全く異なるの
に驚きました

港区赤坂6-10-45 ヴィラ赤坂202
　 info@kariganeryu.com
http://www.kariganeryu.com

INFO
雁音流赤坂稽古場　

と   ずい

し  しゅう

ぜいたく

※講座の受講は要予約

春から始める

学び舎ガイド ２０２２

たていと よこいと
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